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本投資法人が 2023 年 10 月 20 日付で公表しました「規約変更及び役員選任に関するお知らせ」における

添付資料の記載内容の一部について下記のとおり訂正いたします。 

 

記 

 

１．訂正箇所 

「第 15 回投資主総会招集ご通知」11 ページ 

投資主総会参考書類 

第１号議案 規約一部変更の件 

２ 変更の内容 

 

２．訂正事項  

（１） 【訂正前】 （二重下線部分は訂正部分を示します） 

  

現  行  規  約 変  更  案 

別紙２ 資産評価の方法、基準及び基準日

について 

Ⅰ 資産評価の方法及び基準について 

１ 運用資産の種類ごとの評価の方法及び 

基準 

(2)有価証券（不動産等及び下記(4)に含ま

れるものを除く。） 

別紙２ 資産評価の方法、基準及び基準日

について 

Ⅰ 資産評価の方法及び基準について 

１ 運用資産の種類ごとの評価の方法及び 

基準 

(2)有価証券（不動産等及び下記(4)に含ま

れるものを除く。） 

②上記(2)①に掲げる有価証券以外の有

価証券 

当該有価証券の市場価格（証券会社

等のブローカーにより提示される価

格（気配値を含む。）又は取引所有価証

券市場における取引価格に準じ随時

売買換金等を行うことができる取引

システムで成立する価格をいう。以下

同じ。）がある場合には市場価格に基

づく価額。また、市場価格がない場合

にはこれに準ずるものとして合理的

な方法により算出された価額。ただ

し、優先出資証券、コマーシャル・ペ

ーパー、貸付信託の受益証券、外国貸

付債権信託受益証券、外国法人が発行

する譲渡性預金証書及び貸付債権信

満期保有目的の債券に分類される場

合には、取得原価をもって評価する。そ

の他有価証券に分類される場合には、時

価をもって評価する。ただし、市場価格

（証券会社等のブローカーにより提示

される価格（気配値を含む。）又は取引所

有価証券市場における取引価格に準じ

随時売買換金等を行うことができる取

引システムで成立する価格をいう。以下

同じ。）がない株式等は、取得価額にて評

価するものとする。 



 

  

    

    

    

    

（２） 【訂正後】（二重下線部分は訂正部分を示します） 

  

現  行  規  約 変  更  案 

別紙２ 資産評価の方法、基準及び基準日

について 

Ⅰ 資産評価の方法及び基準について 

１ 運用資産の種類ごとの評価の方法及び 

基準 

(2)有価証券（不動産等及び下記(4)に含ま

れるものを除く。） 

別紙２ 資産評価の方法、基準及び基準日

について 

Ⅰ 資産評価の方法及び基準について 

１ 運用資産の種類ごとの評価の方法及び 

基準 

(2)有価証券（不動産等及び下記(4)に含ま

れるものを除く。） 

②上記(2)①に掲げる有価証券以外の有

価証券 

当該有価証券の市場価格（証券会社

等のブローカーにより提示される価

格（気配値を含む。）又は取引所有価証

券市場における取引価格に準じ随時

売買換金等を行うことができる取引

システムで成立する価格をいう。以下

同じ。）がある場合には市場価格に基

づく価額。また、市場価格がない場合

にはこれに準ずるものとして合理的

な方法により算出された価額。ただ

し、優先出資証券、コマーシャル・ペ

ーパー、貸付信託の受益証券、外国貸

付債権信託受益証券、外国法人が発行

する譲渡性預金証書及び貸付債権信

託受益証券、別紙1のⅠの(3)①に掲げ

るもの並びに外国法人に対する権利

で貸付債権信託受益証券の権利の性

質を有するものについては、市場価格

及び合理的な方法により算出された

価格がない場合には、取得価額にて評

価することができるものとする。 

満期保有目的の債券に分類される場

合には、取得原価をもって評価する。そ

の他有価証券に分類される場合には、時

価をもって評価する。ただし、市場価格

（証券会社等のブローカーにより提示

される価格（気配値を含む。）又は取引所

有価証券市場における取引価格に準じ

随時売買換金等を行うことができる取

引システムで成立する価格をいう。以下

同じ。）がない株式等は、取得原価にて評

価するものとする。 

    

以上 

託受益証券、別紙1のⅠの(3)①に掲げ

るもの並びに外国法人に対する権利

で貸付債権信託受益証券の権利の性

質を有するものについては、市場価格

及び合理的な方法により算出された

価格がない場合には、取得価額にて評

価することができるものとする。 


